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一
月
二
十
五
日
（
木
）、
保
健
介
護
課
森
下
栄

養
士
に
講
師
を
依
頼
し
、
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

『
旬
の
食
材
を
使
っ
た
体
温
ま
る
献
立
〜
た
ん
ぱ

く
質
を
し
っ
か
り
摂
ろ
う
〜
』
と
い
う
テ
ー
マ
で

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
き
り
た
ん
ぽ
鍋
」
を
メ
イ
ン
に
作

り
ま
し
た
が
、
初
め
て
作
っ
た
り
食
べ
ら
れ
た
り

す
る
方
が
多
く
、「
家
で
も
で
き
る
ね
。」
と
話
を

し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。

視
察
研
修

　

二
月
二
十
九
日
（
木
）、
女
性
学
級

で
久
万
高
原
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
く
ま
ま
ち
ひ
な
ま
つ
り
」
に
視
察
研

修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
女
性
学
級
・
明
星
ヶ
丘
い

き
い
き
会
の
ほ
か
、
近
永
地
区
で
ひ
な

か
ざ
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い

る
方
々
に
も
声
を
か
け
、
一
緒
に
研
修

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

久
万
町
商
店
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

個
性
豊
か
な
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
あ
け
ぼ
の

座
に
飾
ら
れ
た
巨
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ

う
な
ひ
な
壇
は
圧
巻
で
し
た
。
雛
人
形

の
ほ
か
、
ほ
か
の
飾
り
物
も
多
種
多
様

な
も
の
が
あ
り
、
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
早
速
持
ち
帰
り
、
今
年
度
の

ひ
な
ま
つ
り
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室

　

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
下
鍵
山

の
上
田
容
子
さ
ん
に
講
師
を
依
頼
し
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
も
「
四
万
十
街
道
ひ
な
ま
つ

り
」
に
作
品
展
示
で
き
る
よ
う
に
、
そ

の
時
期
に
合
わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
も
の
は
、「
七
宝
ま
り
」

で
す
。
今
年
度
は
教
室
と
し
て
の
作
成

は
一
つ
で
し
た
が
、
早
速
二
個
目
を
作

ら
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
ま
ま
飾
る
も
よ
し
、
サ
イ
ズ
を
変
え

て
つ
る
し
飾
り
を
作
る
も
よ
し
！
来

年
の
事
を
言
え
ば
鬼
が
笑
う
と
い
い

ま
す
が
、
一
年
先
の
ひ
な
ま
つ
り
に
は

た
く
さ
ん
の
飾
り
が
飾
れ
る
よ
う
に

こ
の
教
室
を
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

し
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
と
話
し

て
、今
年
度
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
は

終
了
し
ま
し
た
。

水
引
細
工
教
室

　

一
月
十
七
日
（
水
）、
愛
治
に
お
住

い
の
渡
辺
正
光
さ
ん
に
講
師
を
依
頼

し
、
女
性
学
級
で
水
引
細
工
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
要
望
が
あ
り
開
催
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
調
整
に
時
間
が

か
か
り
，
今
回
念
願
叶
い
教
室
を
開
催

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、

最
初
は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
が
、

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
練
習
を
し
、

少
し
づ
つ
慣
れ
て
い
き
教
室
が
終
わ
る

こ
ろ
に
は
、
基
本
の
形
を
お
お
か
た
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

梼原町
雲の上の図書館
にも寄ってきま
した
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巣立ちの季節　　卒業おめでとう

　

今
年
も
、
節
安
花
と
び
踊
り
（
町
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
旧
暦
の
一
月
十
六
日
に
近
い
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
が
、
今
回
は
、
二
月

二
十
五
日
（
日
）
に
、
父
野
川
分
館
役
員
と
節
安
花

と
び
踊
り
保
存
会
の
有
志
で
節
安
薬
師
堂
と
周
辺
の

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
年
に
一
回
の
清
掃
作
業

と
あ
っ
て
、
境
内
に
は
沢
山
の
落
ち
葉
が
散
乱
し
、

側
溝
に
は
土
砂
や
落
ち
葉
が
溜
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
が
熱
心
に
作
業
を
さ
れ
た

お
か
げ
で
、
一
時
間
程
度
で
清
掃
作
業
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
今
回
の
節
安
花
と
び
踊
り
に
依
頼
の

あ
っ
た
安
産
祈
願
四
人
、
願
解
き
二
人
の
祈
願
を
参

加
し
た
全
員
で
行
い
、
節
安
花
と
び
踊
り
代
替
行
事

は
終
了
し
ま
し
た
。

感　想
○楽しく今後の生活のことについて
学び、とても考えさせられました。
本日学んだことを、これからも活
かしていきたいです。そして、ま
だ知らないこともあると思うので
学んでいきたいです。（保健教室）
○どの料理もおいしくて簡単なので
家でも作ってみたいなと思いまし
た。（料理教室）

○火をほぼ使わずに短時間でバラン
スのよい食を作れる方法を学び、
朝など時間がないときに試してみ
たいです。（料理教室）

　

三
月
五
日
（
火
）、「
巣
立
ち
の
青
春
サ
ポ
ー

ト
教
室
」
を
開
催
。
こ
の
春
、
高
校
を
卒
業
し

日
吉
か
ら
巣
立
つ
三
名
が
一
人
暮
ら
し
に
備

え
て
「
保
健
・
料
理
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

安産祈願に二人の方が来られてました

　

保
健
介
護
課
中
濵
保
健
師
か
ら
「
で
き
る
大

人
の
健
康
管
理
」
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
く
上
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
健
康
管
理
、
安
全
管
理

や
将
来
設
計
等
に
つ
い
て
細
か
く
わ
か
り
や

す
く
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保健教室

料
理
教
室

　

料
理
教
室
で
は
、
森
下
栄
養

士
に
「
食
事
に
つ
い
て
」
の
話

の
後
に
、
簡
単
に
作
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習
を
行
い
ま

し
た
。
献
立
は
「
な
か
よ
し
お

に
ぎ
り
・
ツ
ナ
の
カ
レ
ー
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
・
レ
ン
ジ
で
鶏
照
り

焼
き
・
す
い
と
ん
」
を
作
り
ま

し
た
。

○保健師
○漫画家？（笑）
○調理師？（笑）

将来の夢
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開催期間：３月２０日（水）～４月７日（日）

　明星草庵の豪華な「座敷雛」や日吉夢産地の「野菜雛」・「石雛」
等色々なお雛様が楽しめます。

中学生も一緒に準備！
　３月２０日（水）から始まった「四万十街道ひなまつり」にむけて、明星ヶ丘いきいき会が１月から
準備をすすめていました。
　２月に入り、日吉中学校２年生の生徒４人が制作のお手伝いに何度か来ていただきました。ちりめん
で作った花の吊るし飾りの制作や、お雛飾りの飾り付けや座敷雛の飾り付けのお手伝いをしていただき
ました。

　２月２５日（日）、下鍵山公園と保健センターで、
下鍵山自主防災会による下鍵山地区防災訓練が開
催されました。
　当日はあいにくの雨で、新設された四阿（あず
まや）の防災機能をすべて使った訓練はできませ
んでしたが、炊き出し訓練として四阿のかまどテー
ブルで豚汁を、保健センターで炊飯器を使わずに
お米を炊く調理訓練を行いました。
　集まった３８名の参加者は、薪で火をおこした
り、お米が炊ける時間を各鍋ごとにホワイトボー
ドに記載し、タイムキーパーの役割をしたりと仕
事を分担して訓練に取り組んでいました。
　近年は自然災害が多く発生しています。さまざ
まな方が地域で暮らしているため、防災訓練への
取り組みの有無が災害時の被害軽減に大きく役立
ちます。今後も町・公民館・地区で防災訓練が定
期的に開催されます。住民一人ひとりが、防災へ
の取り組みに興味を持ち学んでいくことが非常に
大切です。積極的に参加しましょう。
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定期的に新しい本を購入していますが、
ご希望の図書がありましたら日吉公民
館へご連絡ください。
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発
行
者　

日
吉
公
民
館　

発
行
日　

令
和
６
年
3
月
22
日　

住
所　

鬼
北
町
大
字
下
鍵
山
四
六
三　

電
話　

0895-44-2211
fax

0895-44-2870

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
５
類
移
行
後
、
昨
年
度
ま

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
業
が

開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な

事
故
も
な
く
公
民
館
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
に
な
る

に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
す
が
、
来
年
度
も
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
事
業
に
関
す
る
こ
と

な
ど
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
日
吉
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

〇は

２月末人口

日吉地区の地域振興基金【日吉夢基金】にご寄付をお願いします。
基金の趣旨
　日吉地区住民の生活文化の振興、社会福祉
の増進及び青少年の健全育成を図るための事
業資金に充てるために創設したものです。

基金活用事業
1　日吉公民館主催事業
2　日吉地区青少年の健全育成事業
3　日吉地区区長会が主催する事業
4　日吉地区住民の福祉に関する事業

4  

月  

診  

療  

予  

定  

表

月 火 水 木 金

1 2 3 4 5

午前

診察
午前 診察 午前 診察

休診
午前

診察
午後 午後 休診 午後 休診 午後

8 9 10 11 12

午前

診察 休診
午前 診察

休診
午前

診察
午後 午後 休診 午後

15 16 17 18 19

午前

診察
午前 診察 午前 診察

休診
午前

診察
午後 午後 休診 午後 休診 午後

22 23 24 25 26

午前

診察
午前 診察 午前 診察

休診
午前

診察
午後 午後 休診 午後 休診 午後

29 30

昭和の日
午前 診察

午後 休診

★診療時間　午前8：30～ 12：00　　午後13：30～ 17：00
　　　　　　（受付 :　午前 11：30　・　午後16：30　まで）
　　　　　　日吉診療所　　医　師　丹下　敬忠　TEL 0895-44-2250
★医師の都合により、急遽休診になる場合もありますので、あらかじめ、お電話でお問い合わせ下さい。
☆来院時はマイナンバーカード (又は健康保険証）をご持参下さい。

診療日のお知らせ 日吉診療所の診療日を定期的にお知らせします。
受診の際の参考にしてください。
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